
令和３年８月２６日 

 

保護者 様 

 

伊達市教育委員会教育長    

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の徹底について 

 

残暑の候、保護者の皆様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上

げます。また、日頃より新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けてのご協力をい

ただき、ありがとうございます。 

さて、現在、本市においても連日感染者が報告され、特に家庭内感染が急増して

おります。 

つきましては、下記により各小・中学校で適切な感染症対策を行った上で学習活

動を実施いたしますが、ご家庭におきましても家庭内感染防止の徹底にご協力をお

願いいたします。 

記 

１ 期 間  令和３年８月２６日（木）～令和３年９月１２日（日） 

２ 留意点 

(1) 学校における感染症対策  

〇 これまで行ってきた基本的な感染症対策（３密の回避、マスクの着用、手 

 洗い等）を継続して実施します。 

  〇 さらに、重点的に感染症対策に取り組みます。（裏面参照） 

(2) 家庭における感染症対策 

〇 発熱や倦怠感、喉の違和感などの風邪症状があり、普段と体調が少しでも

異なる場合には、自宅で休養させてください。また、同居の家族に同様の症

状が見られる場合もお子さんの登校を控えさせてください。 

  そのような場合は直ちに学校へ連絡をお願いいたします。出席停止扱いと

なります。 

〇 ３密（密集・密接・密閉）や特にリスクの高い５つの場面（裏面参照）を

回避してください。 

〇 マスクを適切に着用してください。 

「マスクの有効性について」  

福島県立医科大学総合内科・臨床感染症学講座教授 

公益財団法人仁泉会北福島医療センター総合内科・感染症科 山藤栄一郎氏による 

   一般的なマスクでは、不織布マスクが最も粒子除去能力が高いとされています。顔に合った

サイズの不織布マスクの針金部分を曲げて、鼻の形に合わせてフィットさせ、プリーツを顎ま

で覆って肌とマスクの隙間を最小限にすると効果が高まります。非同居者と接触するときには

「不織布マスクをしていないときに、声を出さない」を意識してください。 

  〇 家族全員で感染予防に努めてください。 

 

（事務担当 伊達市教育委員会学校教育課指導係 電話 024-573-5833） 



学校で特に重点的に取り組む感染症対策 

 

 〇 発熱や倦怠感、喉の違和感などの風邪症状があり、普段と体調が少しでも異

なる場合には、自宅で休養させる。同居の家族に同様の症状が見られる場合も

登校を控えさせる。 

〇 ３密（密集・密接・密閉）や特にリスクの高い５つの場面を回避する。 

〇 マスクを適切に着用させる。 

「マスクの有効性について」  

福島県立医科大学総合内科・臨床感染症学講座教授 

公益財団法人仁泉会北福島医療センター総合内科・感染症科 山藤栄一郎氏による 

   一般的なマスクでは、不織布マスクが最も粒子除去能力が高いとされています。顔に合った

サイズの不織布マスクの針金部分を曲げて、鼻の形に合わせてフィットさせ、プリーツを顎ま

で覆って肌とマスクの隙間を最小限にすると効果が高まります。非同居者と接触するときには

「不織布マスクをしていないときに、声を出さない」を意識してください。 

 〇 教室内は常時換気を行う。 

 〇 児童生徒の間隔は１ｍ以上を目安に最大限の間隔をとるよう座席を配置する

。 

 〇 部活動は、個人や少人数での活動とし、平日・週休日ともに１時間程度の活

動とする。準備・片付け時にはマスクを着用する。 

〇 ＰＴＡ等と連携しつつ、保護者の理解と協力を呼びかける。 

 

 

リスクの高い５つの場面 

 


